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計画策定の趣旨 

（1）計画策定の目的 

都市計画マスタープランは、都市計画法第 18 条の 2 の規定に基づき、市町村が今後の都市づくりの

基本方針を示す計画です。 

本市の都市計画マスタープランは、平成 24 年度から令和 3 年度を計画期間として策定し、計画期間

終了を迎えるにあたり、社会情勢等、都市づくりを取り巻く状況の変化を踏まえつつ、おおむね 20 年

後の都市の姿を展望した上で、今後 10 年の本市の都市計画の目指すべき方向とその実現のため、「大

和高田市まちづくりの指針」や「大和都市計画及び吉野三町都市計画都市計画区域の整備、開発及び保

全の方針」等の上位計画等を踏まえ、市の将来目標、全体構想、地域別構想等について検討し、市民の

意見を反映しながら、市のあるべき将来像の実現に向けた基本的な方針の策定を行うことを目的とし

ます。 

 

（2）計画の役割 

都市計画マスタープランでは、以下の役割が求められます。 

①実現すべき具体的な都市像を示す。 

②土地利用規制等、都市計画の意義に対する地域住民の理解を得る根拠とする。 

③都市計画相互の調整を図る。 

④土地利用規制や各種事業の都市計画決定、変更の指針とする。 

⑤市全体及び地域レベルの都市づくりを推進する指針とする。 

 

（3）計画期間 

令和 4（2022）年度～令和 13（2031）年度 

 

（4）計画の位置付け 

 

 

 

 補完 

整合 

（奈良県） 

大和都市計画及び吉野三町都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

―持続的な土地利用の方針― 

大和高田市まちづくりの指針 

大和高田市 

都市計画マスタープラン 

即する 分野別計画 

・第 2 期大和高田市まち･ひと･しごと 

創生総合戦略 

・大和高田市国土強靱化地域計画 

・大和高田市立地適正化計画 

・大和高田市地域公共交通計画 

・大和高田市緑の基本計画 

・大和高田市空家等対策計画 

・大和高田市公共施設等総合管理計画 

・大和高田市地域防災計画   など 

大和高田市が定める都市計画 

（都市施設、市街地開発事業、地域地区等） 

即する 

補完 

Ⅰ．大和高田市の現況と課題
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Ⅱ．全体構想　－都市づくりの方向性－

基本理念 

本市は鉄道網による交通利便性が高く、主要３駅を中心に都市機能が集積しています。また、自然環

境や歴史文化資源に恵まれ、落ち着いた住環境が形成されています。 

「大和高田市まちづくりの指針」で定める目指すべき都市の将来像の実現に向け、本市の特性を活か

しつつ、他地域から“住みたい、訪れたい”と思える新たな都市魅力を創出することで、若い世代の定

住や地域間交流を促進する必要があります。一方、市民意識においては、生活道路の安全性の確保や自

然災害、火災、防犯への対策など、“身近な地域で安心して暮らせる環境”への意識の高まりがうかが

えます。こうしたことから、今後の都市づくりにおいては、社会経済情勢の変化に対応しつつ、持続可

能な都市づくりを通じて、子どもから高齢者まで安全安心で快適に暮らせるまちを実現するため、以下

の基本理念を定めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

大和高田市都市計画マスタープランの基本理念 

持続可能な土地利用を目指した 

安全快適に住み続けられるまち 大和高田 

 

○農地ゾーン（市街化調整区域） 

・多面的な機能を有する農地や緑地を保全 

・既存集落の保全と営農環境との調和 

○拠点周辺ゾーン（都市中核部） 

・既存市街地の再構築により都市機能の集積を強化 

・まちなかの魅力を高め、にぎわいと活力を創出 

○住宅地ゾーン（市街化区域） 

・居住人口を確保し、利便性の高い生活圏を維持形成 

・安全安心で落ち着いた住環境を形成 
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Ⅱ．全体構想　－都市づくりの方向性－

基本目標 
基本理念の実現に向けた今後の都市づくりの方向性を５つの基本目標として定めます。 

 

① まちなかの魅力を創造する 
 

主要３駅周辺を本市の中心拠点として様々な都市機能の集積を図

り、誰もが安心して過ごせる便利なまちなかの創出を目指します。シビ

ックコア周辺地区の整備を推進し、行政や文化機能の集積を図り、まち

なかの魅力向上を目指します。 

 
② 持続可能な生活圏をつくる 
 

大阪都市圏への交通利便性が高い住宅地という強みを活かし、住み

やすく働きやすい生活圏を形成することで、安心して暮らし続けられ

る住環境の形成を図ります。まちなかへの居住の誘導を図り市街化区

域内の人口密度を確保し、都市のにぎわいや活力の創出を図ります。 

 
③ 安全・安心に暮らし続けられる住環境を守る 
 

市民の誰もが安全、安心に暮らせる居住環境を確保するため、都市計

画道路や都市計画公園など都市施設の整備と、適切な維持管理及び施

設長寿命化を推進し、生活道路や下水道の整備など、必要な都市基盤の

整備を推進します。 

 

④ 地域の価値をつむぐ 
 

本市の河川、田園等の豊かな自然、大中公園の桜、”商都高田”とし

て育んできた商いの町としての文化など、本市ならではの歴史、自然、

文化といった地域の価値をつむぎ、未来につなげます。 

 

 
⑤ 多様な主体が連携する 

地域住民、事業者、行政が創意工夫と協働のもとで取り組む 「ボトム

アップ型のまちづくり」を推進し、まちづくりの参画機会の提供や、地

域住民主体のまちづくりを推進するための体制の整備や人材育成を推

進します。  
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Ⅱ．全体構想　－都市づくりの方向性－

凡例 

 

＜ゾーン＞ 

 

 

 

 

 

 

＜拠点＞ 

 

 

 

 

 

＜軸＞ 

将来都市構造 
「大和都市計画及び吉野三町都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の将来都市構造

や、「大和高田市まちづくりの指針」の都市の将来像との整合を図りながら、本計画で示す基本理念、

基本目標の実現に向けた将来都市構造を示します。 

○ゾーンの設定 

本市の市街地特性を最大限に活かし、適切な土地利用の誘導を図るため、市街地ゾーン、都市機能

誘導ゾーン、田園環境保全ゾーンを設定します。 

○拠点の設定 

地域や施設が持つそれぞれの特色を活かし、市内のネットワークの形成や周辺都市との連携により、

都市機能の集積や充実を図る拠点として都市拠点、シビックコア拠点を設定します。 

○軸の設定 

周辺都市との連携を高め、拠点間をつなぐ市内のネットワークを形成するため、広域交流軸、地域交

流軸、公共交通軸、河川緑地軸を設定します。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■将来都市構造図
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Ⅱ．全体構想　－分野別方針－

土地利用方針 

○土地利用の課題 

・住宅、商業、工業等の適切な用途配置による、都市の利便性と活力の創出 

・市街化調整区域における農地の保全と適切な土地利用の誘導 

・地震、水害などの災害に強い土地利用 

・特色ある景観や環境の保全と活用を図る土地利用 

○基本方針 

・主要３駅を含む市の中心部に商業、業務、文化機能の集積を図ることで利便性が高く、にぎわいある土地
利用を図ります。 

・身近な地域で住み、働き続けられる持続可能な生活圏の形成をめざし、良好な住環境の形成と、工業系土
地利用への産業集積を図ります。 

・災害に強い土地利用を図るため、災害時の危険性が高い区域への居住の抑制策の検討や、自然的土地利用
の保全、緑地等のオープンスペースの確保を図ります。 

・豊かで、潤いある環境を保全するため、農地や緑地の保全、歴史的風致の保全を図ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡 例 

■土地利用方針図 
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Ⅱ．全体構想　－分野別方針－

市街地整備方針 

○市街地整備の課題 

・本市の主要３駅を中心に都市機能の集積によるコンパクトで利便性の高い市街地の形成 

・多世代が便利で快適に暮らし続けられる住環境の維持保全 

・都市基盤が不十分な既存住宅地における市街地環境の改善 

・幹線道路の広域的ネットワークを活かした計画的な沿道市街地の形成 

○基本方針 

・主要３駅周辺やシビックコア周辺地区などの拠点周辺に都市型住宅や多様な都市機能の立地を誘導する
ことで、利便性の高い市街地を形成します。 

・中心市街地の歴史地区では、歴史資源ストックやまちなみ景観を活かした魅力あるまちづくりを図ります。 
・住宅地では、多世代が便利で快適に暮らし続けられる住環境を維持保全し、住環境の安全性、快適性の確
保と、公共交通を利用して歩いて暮らせる環境の形成を図ります。 

・幹線道路等の沿道では、広域的ネットワークの利便性を活かし、周辺環境との調和に配慮しつつ、計画的
な市街地形成を誘導することで、商業、産業の誘導など、沿道活性化を図ります。 

  

凡 例 

■市街地整備方針図 
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Ⅱ．全体構想　－分野別方針－

道路・交通整備方針 

○道路・交通整備の課題 

・幹線道路ネットワーク充実に向けた計画的な道路整備 

・アンケートの市民意見より「歩行者や自転車の安全性」「生活道路の安全性」の確保 

・子ども、高齢者、障がい者など誰もが利用しやすい交通環境の形成 

・鉄道・バスによる利便性の高い公共交通の維持、形成 

○基本方針 

・県内外をつなぐ広域幹線道路と、市内の幹線道路のアクセス整備等により、都市の骨格となる道路

網の形成を図ります。 

・住宅地における生活道路の安全対策や、狭隘道路の改善により道路の安全性、快適性の向上を図り

ます。 

・施設の維持管理及び長寿命化、景観や環境に配慮した道路施設の整備を推進します。 

・公共交通については、歩いて暮らせる環境を形成するため、駅周辺の交通結節機能の強化とともに、

路線バス、コミュニティバス「きぼう号」の利便性を確保します。 

  

凡 例 

■道路・交通整備方針図 
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Ⅱ．全体構想　－分野別方針－

公園緑地整備方針 

○公園緑地整備の課題 

・公園緑地の整備、拡充 

・公園施設の維持管理、長寿命化の推進 

・緑化の推進と農地の保全 

○基本方針 

・行政と市民の協働による、公園緑地を「つくる、まもる、そだてる」取り組みを通じて、公園緑地

が有する環境保全、防災、レクリエーション、景観等の多面的機能の充実を図ります。 

・施設緑化の積極的な推進と、農地の保全活用により、緑豊かな環境の形成を図ります。  

凡 例 

■公園緑地整備方針図 
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Ⅱ．全体構想　－分野別方針－

河川・上下水道整備方針 

○河川・上下水道整備の課題 

・河川環境の保全と治水対策の実施 

・上下水道施設の計画的な維持管理と更新 

・上下水道事業の安定経営 

○基本方針 

・河川は、洪水対策に努めるとともに、水質

改善や親水空間整備により、美しく、親し

みやすい河川環境の形成を図ります。 

・人口減少と施設老朽化により、厳しい財政

状況が見込まれる中、上下水道事業の効

率的な施設の維持管理と、安定的で健全

な経営の継続に努めます。 

 

 

 

 

主な公共施設整備方針 

○主な公共施設整備の課題 

・持続的な行政運営に向けた計画的な施設

マネジメントの推進 

・公共施設の安全性、快適性の向上 

 

○基本方針 

・人口減少、少子高齢化に伴う市民ニーズの

変化を踏まえ、施設管理や事業運営の継

続性、効率性の視点から検証し、市民ニー

ズに応じた公共施設整備により、公共サ

ービスの最適化を図ります。 

 

 

 

 

 

  

凡 例 

凡 例 

■河川・上下水道整備方針図 

■主な公共施設整備方針図 
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Ⅱ．全体構想　－分野別方針－

都市環境・景観形成方針 

○都市環境・景観の課題 

・自然環境の保全と共生 

・良好な景観の保全育成 

 

○基本方針 

・快適な都市環境の形成をめざし、自然環境

の保全を図るとともに、自然と共生する

ライフスタイルの推進を図ります。 

・本市を特徴づける河川、丘陵地、農地など

の自然景観や寺内町の歴史景観の保全育

成を図るとともに景観魅力の情報発信を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

都市防災方針 

○都市防災の課題 

・震災、火災、風水害に強い都市づくりの推進 

・官民連携での減災、事前防災の取り組み 

 

○基本方針 

・大和高田市地域防災計画に基づき、市民の

生命や財産を災害から守り、すべての市

民が安心安全に暮らせるよう災害に強い

都市づくりを推進します。 

・官民協働による防災体制を総合的に推進

し、地域防災力を強化します。 

 

 

 

 

凡 例 

凡 例 

■都市環境・景観形成方針図 

■都市防災方針図 
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Ⅲ．地域別構想

 

シビックコア周辺地区の
行政機 能の 利便 性向上
と、にぎわいと魅力ある
都市機能の充実 

大和高田駅 ・高田駅間の
アクセス向上による交
通結節機能の強化、既存
商店街の活性化 

駅前広場の整備を検討、
商業者との協働による
近隣商業機能の再生、回
遊動線の形成 

市役所前通り （シン
ボルロード）の良好
な街路景観の形成 

高田川や高田千本
桜などを活かした
魅力ある都市環境
の形成 

歴史地区では地元の理
解を深めながら、まち並
み景観の保全育成 

都市中核部 
都市中核部地域は、本市の中央部に位置し、主要 3 駅が立地しているとともに、シビックコア周辺

地区のまちづくりが進められるなど、拠点性の高い地区であり、今後も市内各所からの利便性を確保

するとともに、都市機能の集積を図る必要があります。 

 

【まちづくりの将来像】 

本市の中心部にふさわしい都市機能と魅力が集積し、 

にぎわいや回遊が生まれる地域 

【まちづくりの方向性】 

○本市の中核として、駅前周辺地区、シビックコア周辺地区への都市機能の集積の誘導 

○歩行者、自転車ネットワークによるウォーカブルなまちなか環境の充実 

○中心市街地の豊かな歴史文化資源を活かした個性豊かな都市空間の形成 

○高田川や高田千本桜などを活かした魅力ある都市環境の形成 
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Ⅲ．地域別構想

 

市北西部地域 
市北西部地域は、市内唯一の丘陵地である馬見丘陵に景観保全地区が指定され、大谷山自然公園や

市街化調整区域の農地など、緑豊かな環境に恵まれた地域であり、自然環境と潤いある住環境を保全

していくことが求められます。 

 

【まちづくりの将来像】 

丘陵地の豊かな緑を活かし、多世代が落ち着いて暮らせる住環境を育む地域 

【まちづくりの方向性】 

○馬見丘陵地や農地の緑の保全による潤いある都市環境の形成 

○戸建住宅を中心とした低層住宅地の良好な住環境の維持形成 

○都市計画道路大和高田当麻線の整備推進による東西交通の円滑化と幹線道路沿道の土地利

用の活性化 

  

古墳群等の保全と
周辺も含めた公園
的利用 

大谷山自然公園の 
自然環境の維持保全 

土地利用や景観の規制誘
導による丘陵景観の保全 

シビックコア周辺地
区の行政機能の利便
性向上と、にぎわいと
魅力ある都市機能の
充実 

大和高田当麻線の優先的
な整備推進と、沿道の土地
利用の活性化 

住宅地における多世代
が安心して暮らせる住
環境の形成 

市街化調整区域
の農地と営農環
境の保全 

地権者や周辺住民の意向を踏まえ、
土地利用規制の変更も見据えた沿
道の活性化方策の検討 
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Ⅲ．地域別構想

 

市北東部地域 
市北東部地域は、住宅地や市街化調整区域内の農地のほか、本市の主要産業である製造業の工場が

立地する工業系土地利用がされている地域であり、今後も地域の住環境との調和に配慮しつつ、工場

等の操業環境の保全を図る必要があります。 

 

【まちづくりの将来像】 

幹線道路の利便性と周辺環境が調和した、住工農が共生する地域 

【まちづくりの方向性】 

○中和幹線、都市計画道路神楽線の沿道土地利用の活性化 

○工場地区の操業環境の保全と地域産業の振興 

○住宅地における安全安心な生活環境の確保 

○市街化調整区域内の営農環境の保全 

  

工業地区における操
業環境の保全と地域
産業の振興 

沿道のにぎわい形成
に向けた用途の誘導 

市街化調整区域の農地
と営農環境の保全 

住宅地における多世
代が安心して暮らせ
る住環境の形成 

葛城川の河川沿い
の緑の保全 

良好な集落景観、
農業景観の保全 

常光寺池公園周辺の憩
いの空間の創出と歩行
者ネットワークの形成 
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Ⅲ．地域別構想

 

市中央部地域 
市中央部地域は、市内中央の東西に広がる地域であり、中央部に住宅地が形成され、主に高田川と

葛城川の外側は市街化調整区域となっています。高田川、葛城川、甘田川、小柳川の河川沿いの緑や

農地、ため池など自然環境に恵まれた環境にあり、潤いある住環境を保全していくことが求められま

す。 

【まちづくりの将来像】 

潤いある住環境と地域のにぎわいと活力を両立する地域 

【まちづくりの方向性】 

○河川沿いの緑と市街地の緑の連続性の確保による水と緑のネットワークの形成 

○幹線道路沿道の商業、サービス施設等の誘導による利便性の確保 

○戸建住宅を中心とした住宅地の良好な住環境の維持保全 

  

市街化調整区域
の農地と営農環
境の保全 

幹線道路沿道のに
ぎわい形成に向け
た用途の誘導 

高田川の高田千本桜
の維持保全による景
観軸の形成 

河川沿いの緑の保全、
遊歩道や自転車道に
よる水と緑のネット
ワークの形成 

住宅地における多世
代が安心して暮らせ
る住環境の形成 

河川の治水対策と総合
的な防災対策の推進 
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Ⅲ．地域別構想

 

市南部地域 
市南部地域は、大部分が市街化調整区域となっており、農地の保全を基本としながら、既存集落を

保全していく必要があります。本地域の中央には大和高田市総合公園が立地し、本市のレクリエーシ

ョンの拠点となっており、市民の健康づくりや憩いの場として活用を図る必要があります。 

 

【まちづくりの将来像】 

緑とレクリエーションの魅力光る農住共生の地域 

【まちづくりの方向性】 

○市街化調整区域内の農地の保全と既存集落の保全 

○大和高田市総合公園の防災機能、市民の健康づくりの場、憩いの場としての機能の充実 

○公共交通の維持形成による市内中心部へのアクセスの確保 

○工業系ゾーンにおける土地利用誘導方策の検討 

○広域的なアクセス性を活かした、周辺地域との連携の強化

生産活動、防災、生物生息
環境など、多面的機能を
有する市街化調整区域内
の農地の保全 

災害時における大和高
田市総合公園の具体的
な用途、活用方法を検討 

市民の健康づくり
の場や、憩いの場と
してのレクリエー
ション機能の充実 

コミュニティバス 「き
ぼう号」による地域公
共交通の維持形成 

既 存 集 落 の 保
全 と 営 農 環 境
との調和 

工業系ゾーンにおいて無秩
序な土地利用を抑制しつつ、
広域的なアクセス性を活か
した 工業系土地利用への誘
導方策の検討 
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Ⅳ．実現化方策

実現化方策 

（1）地域住民、事業者、行政のパートナーシップによるまちづくり 

都市が抱える複雑な課題に対応し、地域特性に応じた多様な魅力の創出や、安全安心な住環境を形

成していくため、本計画の推進にあたっては、地域住民、事業者、行政がそれぞれの役割を認識し、

創意工夫と協働のもとで取り組むボトムアップ型のまちづくりを推進していきます。 

（2）計画の進行管理 

都市づくりは、長期的な視野のもとに進めていく必要がありますが、社会経済情勢の変化や都市の

抱える課題の変化などにより、計画の内容が実態と乖離していくことも考えられます。そのため、本

市を取り巻く状況の変化を踏まえ必要に応じた見直しを図ることとします。 

また、計画の推進にあたっては、奈良県や近隣市町との広域連携、協力体制の強化を図り、効果的、

効率的にまちづくりに取り組みます。 

  
 

公園を活用した社会実験イベント 

（写真：茨木市ホームページ） 

地域住民が主体となって策定する 

「わがまち推進計画」（資料：八尾市） 

都市計画マスタープラン策定の 

ためのワークショップの様子 

まちづくりを進めるステップ 

STEP1 

知る 

STEP2 

参加する 

STEP3 

形にする 

本市では、まちづくりに関する情

報発信やワークショップなど、様々

な機会を提供していきます。 

市民の皆さんも一人ひとりがまち

づくりの担い手として日頃から関心

を持っていただくことが重要です。 

テーマ、関心や課題を共有する地

域住民が集まり、まずは小さな取り

組みからまちづくりを始める方法が

有効です。道路、公園、空き家、空

き地などの地域資源を活用し、イベ

ントや社会実験などの取り組みを通

じて、まちづくりに賛同する仲間を

増やしていきましょう。 

自治会や小学校区など身近な地域

単位で、住民が主体となり、まちづ

くりの方向性を話し合い、「わがま

ち」の計画をとりまとめる方法が考

えられます。 

計画の実現に向けては、地区計画

などの都市計画の制度を活用するこ

とで、より実効性の高いまちづくり

が可能となります。 
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